


































である．ω̂(s)t−1,zは例えば (t − 1) − 2s−1 + 1時点から t − 1時点までを動
く，というような定式化が考えられる．S = 4だとすれば，s = 3のとき
はt− 4からt− 1時点までをカバーする単語分布を表す．s = 0のところ
では一様分布と約束しておく．推定のためのMCMCサイクルについては













ピックスコア系列SC(i)t は恣意的だが20系列(i = 1, . . . , 20)抽出した．
テキストに対応させる形で，TOPIXの高頻度データを集約し日次
ボラティリティを算出する．第 t日の高頻度データから1分刻みの等間












geneous AR(HAR)モデルである．ここではBollerslev et al. (2016)の定式
化に従い，RVt−j|t−h = (h + 1− j)−1
∑h
i=j RVt−i(ただしj ≤ h)とし，





RVt = β0 + β1RVt−1 + β2RVt−1|t−5 + β3RVt−1|t−22 + γSCt−1 + ut
一方，Bollerslev et al. (2016)では，RVt−1の係数をRQtに依存させる定
式化が提案されていて，予測能力の向上が見られる．これをHARQモデ
ルと呼ぶ．
RVt = β0 + (β1 + β1QRQ
1/2

































HAR HARQ HAR-SC HARQ-SC SC
MSE(RW) 1.000 0.5562 0.9658 0.5369 SC(11)
MSE(IW) 1.000 0.8408 0.9678 0.8175 SC(11)
QLIKE(RW) 1.000 1.3781 0.9891 1.3439 SC(3)
QLIKE(IW) 1.000 1.1529 0.9883 1.1292 SC(18)
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